

































































































































査の両方に協力していただいた 173 名（男性 85 名，女







では以下の尺度を使用し，Time １と Time2 の対応を取



















～「4. その通りだ」の 4 件法で回答を求めた。得点が高
いほどストレス反応が高くなるように各項目で 1 点から
～ 4 点に得点化し，下位尺度ごとに「抑うつ・不安 pre


















り post 得点」「無気力 post 得点」としてまとめた。





















































































  Table1 各変数の記述統計量 







説明変数 Step1  Step2  Step3  切片 -.07  -.01  -.02  資質 -.18 * -.16 + -.16 + 獲得 -.15 + -.20 * -.19 * ソーシャル・サポート -.13  -.12  -.11  資質×獲得  -.18 + -.18 * 資質×ソーシャル・サポート  .03  .04  獲得×ソーシャル・サポート  -.08  -.08  資質×獲得×ソーシャル・サポート   -.04  
R² .13 ** .17 ** .18 **
**p<.01,*p<.05,+p<.10注）資質的レジリエンスは「資質」、獲得的レジリエンスは「獲得」と表記した。 
Table2　無気力を目的変数と 的重回帰分析（Time1 データのみを利用）






Time1 と Time2 の両方における精神的健康のデータを
用いた分析
　2 週間後の精神的健康（Time2 の SRS-18 得点）を
Time1 におけるレジリエンシーとソーシャル・サポー
トがどの程度予測しうるのかを検討するため，①の分析























































説明変数 Step1  Step2  Step3  切片 .07  .09  .09  資質 -.06  -.03  -.04  獲得 .04  .02  .02  ソーシャル・サポート .11  .10  .09  抑うつ・不安 pre .70 ** .70 ** .70 **資質×獲得  -.17 * -.16 * 資質×ソーシャル・サポート  .06  .05  獲得×ソーシャル・サポート  .04  .05  資質×獲得×ソーシャル・サポート   .01  
R² .49 ** .51 ** .51 **
**p<.01,*p<.05,+p<.10
 













Figure2 Time2における抑うつ・不安に対する 資質的レジリエンスと獲得的レジリエンスの交互作用 
Figure2　Time2 における抑うつ・不安に対する資質的
レジリエンスと獲得的レジリエンスの交互作用
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説明変数 Step1  Step2  Step3  切片 .07  .09  .09  資質 -.06  -.03  -.04  獲得 .04  .02  .02  ソーシャル・サポート .11  .10  .09  抑うつ・不安 pre .70 ** .70 ** .70 **資質×獲得  -.17 * -.16 * 資質×ソーシャル・サポート  .06  .05  獲得×ソーシャル・サポート  .04  .05  資質×獲得×ソーシャル・サポート   .01  


















Table4 不機嫌・怒りを目的変数とした階層的重回帰分析(Time1,Time2データを利用) 説明変数 Step1  Step2  Step3  切片 .07  .13  .13  資質 -.26 * -.24 ** -.23 ** 獲得 -.11 + -.15 + -.13  ソーシャル・サポート .07  .06  .09  不機嫌・怒り pre .43  .44 ** .44 ** 資質×獲得  -.24 ** -.25 ** 資質×ソーシャル・サポート  .03  .05  獲得×ソーシャル・サポート  -.02  -.02  資質×獲得×ソーシャル・サポート   -.07  
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